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1=鐘三
音楽情報処理には自動演奏、自動作曲をはじ

め、編曲、楽音合成、楽曲分析、自動採譜 (発

音された楽曲を楽譜に採ること)、 楽譜印刷、

楽譜の自動認識等のさまざまな研究が進められ

ている。その各々の研究目的に即した言語また

はデータ形式が設計されてきた。それらこまFord
―Columbia方式[17]、 IRCAM方 式 (フ ラン
ス)[17]、 COMSCORE(高 澤)[14]の よ

うに楽譜を完全に表現することを目的とするも

の (ただし後の 2つは他の目的がある)、 EU
ROPA(筑 波大)[16]、 MUSE(甲 南大)
[5]、 MUSICAL(キ ャプテン・ 文字放送 )

[8]の ように表情豊かな演奏を目指すもの、国立

民族学博物館のデータ形式E18]の ようにデータ

ベースを目的とするもの等である。

本研究室でも数年間音楽情報処理に関する研

究を続けてきたが、設計したデータ形式を使用

したとしても個人的なレベルにとどまっていた。

そのためハードが変わる度にそれまでのデータ

交換ができなくなることが多かった。様々な研

究を発展させるためには、どのような研究に対

しても処理しやすく、システム相互のデータ交

換を容易にするようなデータ形式が必要であり、

加えてそのデータ自体に客観性を持たせる必要

がある。

ところで音楽には音色、リズム、旋律のよう

に聴覚的に認識するものと楽譜のように視覚的

に認識するものとがある。前者は演奏者の解釈

をもとに表情付けされたものであり、後者はそ

れ自体には個々の人間の解釈が介入しないもの

である。楽譜のもつ客観性に着日し、楽語を忠

実に表現するためのデータ形式として共通楽譜

データ形式を設計した。

2二五董五思.盤

共通楽譜データ形式の最も基本的な設計思想

は、

様々な研究で共通に用いるため、処理系を

容易に作成できるようにする

ということである。例えばASCIIコ ードを
使用するのもそのためである。なぜならASC
IIコ ードは各種のシステム上で表現できる標
準的なコー ドであるため、プログラム中で処理

する際に楽譜データをそのまま文字定数として

使用可能であり、様々な処理系の作成が容易に

なる。

(1)楽譜に書かれている図形的情報を過不足な

く符号化する。

楽譜は音楽情報を二次元の図形的情報として

表現するものである。例えば、音符は音高 (音

の高さ)と 音|IWi(音 の長さ)で表される。音高
は縦座標 (71線に対する垂直方向の位置)の形
で、音価は音符の種類でそれぞれ表すことがで

きる。

楽譜には音符、1木符、小節線等の記号の他に、

標語と呼ばれる速度や曲想のような演奏時の表

情付けを表す文字列がある。演奏者は楽譜に書

かれた記号や標語を見て、楽譜そのものには書

かれていない細かい表情をつけて演奏する。共

通楽譜データ形式では標語も記号の一椰と考え

る。記号 ◆標語の中でも比較的多用されるもの

を番号で登録し、標準の番号として使用する。

共通楽譜データ形式では様々な楽器の楽譜を

表現できるようにし、さらにはオーケストラの

総譜も扱えるようにする。
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(2)音符は座標と音価とで表現する (3.4。 1). 例

(3)記述する必要のない情報は書かなくてもい

いようにする。

例えば自動演奏システムにとっては音符の物

理的な長さと高さが必要な情報であって、符尾

(音符の縦棒の向き)情報は冗長である。冗長
な情報 (た だし省略しても処理が難しくならな

い情報)を省略することにより、データ量も減

少し、構造も簡単にすることができ、さらには

処理系の作成も容易になる。

(4)入力 ◆編集は楽譜エディタで行う。

データの入力方法にはタッチタイビングによ

るもの、楽譜エディタによるもの、鍵盤楽器を

使用した演奏 (MII〕 Iポ ー トを通して転送す

る)によるもの等が考えられる.共通楽譜デー

タ形式は楽語そのものを情報としているため、

楽譜エディタで入力し編集するのが最適である。

したがって共通楽譜データ形式の利用者が直接

このデータ形式に触れるための最適化 (例えば

打鍵しやすいコードにする等)は行わない.た

だし、テキスト・ エディタでも楽譜データの作

成 。修正は可能である(・

3.共 通楽譜データ形式
共通楽譜データ形式では次のことを原則とす

る。

(|)識別子にバラメータを加えた形で記述する。

例 :卜 音記号 cA0

cが音部記号を表す識別子、Aと 0がバラメー

タであり、全体で 卜音記号を表す。

(2)個々のデータ間の区切りは空自、タプ、行

末、セミコロンとする。

この楽譜を符号化すると次のようになる。

cBI cA01  m301 mA01;

2!I〕41 1iA82;

1:A32;        /;

(3)文字列は前後を二重引用符 (")で囲む。

例 :  ''dolcc"

以下に共通楽譜データ形式の構文の基本とな

る縦組、声部、111標、音符の表現と、利用者に

とって使いやすくするための注釈、宣言につい

て説明し、構文規則と入力例を示す。

3.1 縦組
ここでは楽音のつながったものを旋律と呼び、

複旋律の楽曲における個々の旋律を声部と呼ぶ

ことここす
‐
る。

他のデータ形式では

(1)声部ごとに曲頭から曲尾まで

または、

(2)小節単位で声部ごとに順番に

楽曲を記述することが多い。(1)の方式は主に演

奏指向のデータ形式で、(2)は IRCAM等 で採
用されている。

例えば図 1のように小節の途中で声部数が増

えるような楽曲を言il述する場合、 (2)の方法で

はその小節のはじめからそれぞれ声部数を増や

して、休符を書いたり、他の声部と重複させて

書かなければならないためデータ量が増す.特
に重複させる場合はそれだけでなく、どの声部

と重複させるかという解釈が必要となる。
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楽譜の持つ情報をそのまま表現するために楽

譜を短冊状に切り、その 1つ 1つに複数の声部

の情報を書けるようにして対処することにした。

その短冊 1つ 1つを縦組と呼ぶことにする。

縦組

楽譜にはスラーのように区 ||:1制御のある情報

即ちある区間を指定し、その区問内はその記号

の持つ情報 (スラーの場合は「その区間では音

と音の間を滑らかにつなぐ」の意)が有効とな

るものがある。区問制御のある記号は縦組によ

つてその情報を切られてしまうが、楽譜データ

には区間の開始位置と終了位 il壁だけを書くこと

で、その記号の有効範囲を明示することにする。

L2 声湾|`
前節で述べたように、 1つの糸i〔細内に複数の

声部が書かれる。隣り合ったlFilil細間での音符や

休符のつながりを明確にするために、各々の音

符や休符には声部の情報が必要となる。楽曲の

途中で複数の声部に分かれるようなもの (図 1

の +印)に は音楽的に声部分けするための解釈

ιl他のシステムでつけることにし、 1つの音符

や休符に対して暫定的に声部の情報を 1つだけ

割り当て、その情報を声部と呼ぶことにする。

共通楽譜データ形式の各種記号について声部

の情報の有無によって分類すると、図形的な観

点からの分類と次のように一致する。

(1)声部情報のない記号
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記号の固定位置があるもの。

音部記号、調号、拍子記号、略記記号

(2)声部情報を省略できる記号

記号の標準的な位置のあるもの。

強弱記号、単独記号、区問記号、オクターヴ

記号、速度記号

(3)声部情報を省略できない記号

記号の位置によって音楽上の意味が異なるも

の。

臨時記号、音符類、小音符類

声部情報を省略することができ、その場合は

不特定の声部に共通なものとする。

十

図 1 声部が分かれる例 ([25]よ り転載)

3.3 座標

他のデータ形式では、英米式の幹音名 (c、 d、

eヽ f、 8、 a、 l〕 )と オクタ~ヴの情報で音高を

表現するものが多い。

音高は基本的には吉部記号、縦座標 (五線に

対する位置)によって定まる (幹音の場合)。
音部記号は楽曲の音域を分かりやすくするため

に便宜的に使用するものである。共通楽譜デー

タ形式では処理しやすさを考慮して、音部記号

と縦座標とを分離して扱う。

¬ノL

ノーせ

「

トーーー

」 l
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3.3.1 縦座標

記号の位置は五線を座標として表す。3。 2(2)、

(3)の記号の記述に使用する.

上第 2線   ―一―
上第 1線   ―一一
第 5線 一一一一一―

第 4線

第 3線

第 2線 一一一一―一―

第 1線

下第 1線

下第 2線

第 1線から第 5線までは数字、第 5線より上
の座標は英大文字、第 1線より下の座標は英小

文字でそれぞれ表す。大譜表で書かれた楽譜を

1つの五線譜で表すこともでき、演奏や自動作

曲の出力譜を簡略化できる。

3.3.2段
複数の五線で構成される楽曲では、縦座標の

他に、その記号がどの五線に書かれるかという

情報、即ち段の情報が必要である。楽譜の各五

線を識別するために英大文字を上の五線から順

に対応させる。

3.3.3  譜表

譜表の構成を指定する。各五線に利用者が英

大文字を割り当てる。五線譜 1段だけの場合は

省略することができる。

例 :s(V(RL))

V
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3。 3.4 番号
0,1,"・ 99,A,B,・ ,̈X,V,Zの ように表し、それ

以「年は♯0,♯ 19 ・̈,♯Z,♯♯0・ の̈ように初広り長する。音

符や休符の記述だけでなく各種記号に関して標

準的な記号や標語の番号付けに使用する。記号

や標語の番号付けは楽譜に記述される頻度の高

いと思われるものから順に行う。

3。 4 音符の符号化
音符は音高と音価で定まる。音高t:1縦座標で

表現し、音価は次のように表現する。

Ｃ

Ａ

８

６

４

２

　

ａ

　

Ｃ

Ｄ

Ｂ

９

７

５

３

ｌ

ｂ

ｄ 0     全音符
:    三分音符
2    四分音符
3    八分音符
4   十六分音符
5  三十三分青符
6  六十四分音符
7 百二十八分音符
A    二全音符

全体符 ¬r
三分休符 JL
四分休符 々
八分休符 7
十六分休符 ▼
二十三分1木符 v
六十四分体符 ギ
百二十八分体行 ギ
ニ企休符 =

ο
Ｊ

Ｊ
♪
♪

・ド
〕い

ぶ

目

付点音符は付点の個数分だけ番号の後に
^を

続ける。

"'1: 1:A22^

≡韮≡≡

声部の情報は正整数で表す。

3.4.1 音符

音符は座標と音価で表現する。和青は符玉の

個数分だけ座標を繰り返して表現する。

"'1 :2!B31                  1:A3A64

==========ラ===

また音符には符尾 (縦棒)の向きと連桁 (隣
り合った音符を結ぶ横棒)の有無に関する情報

第
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5

ta)

(b)
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s(AB):

cBI cAO;

tA‖''(''=256=")'';

w3-l wA-1;m300 mA00;

2iB5371 lrA4:

liA74;

ljA64;

ljA54;

1:A44;

1?A54;

1?A24;

1?A34;

2vB41:

2:B4361 1:A43^'B;

1?A54;

1?A33^;

1?A24;  ノ;

ivA62;

2iB9(1  3:｀A4    1:A6(2;

3vA51;

3:A54;

3jA44;

3jA33;

3iA23^  1:A6)4;

1?A44;

l?A7(3:

3jAIt4;

2i39)4  3iAl(1  1?A7)2;

4「 A2;

2jB94;

2j384;

2jB74;

lvA61;

2:B6.1   1:A4(A62;

2jB74;

2jB44;

2jB54;          ノ;

5 5
3

14

(C)(a)の楽譜データ
図2 J.S.パ ッハ 12の小プレリュード

(d)(b)の楽譜データ
初歩者のための練習 6番 (E25]よ り転載)

壼」 l
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表 1 各種記号で表現できる記号・ 標語

記号 識別子

縦線 / 縦線 (小節線、複縦線、終止線 )、 反復記号.

飛越し記号 $ ある記号から楽曲のはじめ又は特定の記号まで飛び越すことを示す記号

ダカーポ (DoC。 )、 ダルセーニョ (DoS。 )、 フィーネ (Finc)、 一番括

弧、二番括弧等。

音部記号

調号

C 卜音記号、へ音記号、ハ音記号等。

W

1白千記号 ‖:

略言己需己号 a 同じ音符列の繰り返しを略記する場合に使用する記号。
/、 Z、 Z等。

オクターヴ

記号

0 1オ クターヴ高くする記号 (8va)、 1オ クターヴ低くする記号 (8va
bassa)、 等。

速度記号やメ トロノーム記号。

A:legro、  A:ldaritc、  ‖o〔lcrato等 。

速度記号 t

強雪覇言己号 f F、 mf、 mp、 l〕
p等。

戯1;」 1二己与子 % 楽譜上では記号の有効範囲が明示されていない記号等。

クレッシェンド、デクレッシェンド、回音 (∞)、 フェルマータ (⌒ )

等。

区間記号 く:開始
>:終了

区間制御の情報を明確にもつ記号。

クレッシェンド記号 (dく、)、 デクレッシェンド記号 (>)、 等。

接続記号 く:開始
>:終了

グリッサンド (31† SS・ )、 ポルタメント (porte)、 等。

1寸力u言己号 音符や体符に付加される記号。

スタツカート(F)、 テスート(F)、 アクセント、トリル(レ )、 回
音 (∞ )、 アルペッジョ(5)、 フェルマータ (⌒)、 等。

第
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がある.符尾の向きは楽譜の見やすさだけでは
なく、声部の情報となることがある。連桁はリ

ズムの配分を分かりやすくするものである.こ

れらは楽曲を楽譜エディタで表示したり、音楽

的な声部分けを行う場合の情報となる。一方自

動作曲で作曲された楽曲を演奏する場合には敢

えて符尾の向きの情報は不要のためそれをつけ

ないこともできる。

符尾の向きと連桁の有無の情報は次の文字で

識別する。

連桁なし 連桁あり
&   荷尾情報なし

!    ?   符尾上向き .
i    .i   符尾下向き

3.402 体符

体符も音符と同様、座標と青価で表現する。

3.4e3  臨時言己号

音行の前に付く臨時記号 (h、 ♯、♭、X、

卜b)を表現する。声部は臨時記号を付加する音

符の声部に従う。

″1:vA32;  1!A32:

拍子記号 (識別子 m)

″1:田A43

オクター‐ヴ記号 (識別子 o)

停1:r)A(キ l:

′ソヘー ー ー

調号 (識別子 w)

″1:wA+2 wA2‐ 3

馨≡

メトロノーム記号

1列 :LAC=2120= ) =l20

3.4.4 その他の記号

各種記号の表現方法の例をいくつか挙げる。

また表 1に各々の記号の意味や種類を示す。

飛越し記号 (識別子 $)

例 :       ノ$6;   ノ;  /1$3;  ノ;    /1$5;

第
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区間記号 (識別子 くで開始 >で終了)

り1:くた:0.    >Ad0
_´ ´ ´

´ ´

―

__…
… …

結合開始 。結合終了

例 1:3連 符
1[3:A33;  l:A13:  l!A53];

t  、   1
……LJ°~´

例 2:ス ラー
1(:A33;  l:A43:  l:A53);

―――――一 一十一一―一―~~~~~……・■~~~~~~~………………す
=F~~~~~~・

========II

iri ne DoS
/´
~｀
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タイ (識別子 (で開始 )で率冬了)

"||:l:A3(2 1!A3)2

接続記号 (識別子 く:開始 >:終了)

衛i!| : lA2A40く2:lA50>2;

二■:要≡笠≡

1寸力I:記号 (1識

';:l千

 ')

1種類の記号に 1つの番号付けを行い、変化

記号が付くものは番号の後にさらに番号で指定

する。

伸|:l!A43'2 liA82'2
~~~~~`口 ~~~~¨ ~・
~~~~「 ~~~~~‐ ~
三
===平 ===:=_

____… … … … … 1_________

― 一
― ~~~~~1~~~‐ ~~~~~

二 :=三 二 Z=IIIII

採った。

16小節の楽曲で、三分音符、|■分音符、及び

その和音で構成されるものは400か ら600バ イト、

八分青符の多いものは850か らlKバ イト.十六分

音符の多いものでは2Kバ イト程度で表現するこ

とができる。また付加記号・ 臨時記号を伴う場

合にはその比率が多いほど全体としてのデータ

量に影響し、スラー・ 連符が多用されてもあま

り影響はない。

5。  結び

木研究室では、五線譜の情報を忠実に符号化

し、多様な音楽研究の用途に共通に使える楽譜

データ形式を考えた。共通楽譜データ形式に基

づいて楽譜エディタをはじめとして知的作曲助

手、自動作曲、楽曲分析の研究を進めている。

これらのシステムで運用することにより、よ

り汎用性のあるデータ形式となるよう、さらに

改良を加えて行きたい。
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3.5 注釈

楽曲以外の情報を記述する。演奏の表情付け

に関する情報、書誌情報 (曲名、作曲者名、作

曲年等)、 楽譜印刷のためのフォーマッティン

グ情報、デフォル ト情報等、楽曲に関連する情

報 (標準化されていなくても)利用者間で取り

決めた番号により記述できるようにする。

3。 6 宣言
各種記号で、番号付けされていない記号◆標

語や文字列に新たに番号付けしたり、既に番号

付けされているものの番号を変更することを宣

言する。この宣言によって利用者独自の番号と

して使用できる。

4.ァ
=.2量
の.証価

特定の記号が多く出現する楽曲 (同 じ音長の
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を調べた.ツ ェルニー110番 [26]よ リサンプルを
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構文規則

[{.|=は超郡号、 _E(=・は記号

楽曲 ==[[区切.り ]〔 注釈 1宣言〕[区切り];
{[区切り](注釈 1譜表 |:it組 〕[区切り];

注釈 =*[番 号]"文字列 "
宣言 =d t*l sl$l clュ I LI「 I RIIく |・

>| '〕

宣言番号〔標準番号|"文字列 ''〕

宣言番号 =番 号
標準番号 =1番 号 )...
区切り==〔 空自|タプ 1行末〕...

譜表 =二 s 段組
段組|=(段要素〕...
段要素 =段 |( 段組 )
縦組 ==[縦線 |「.声部1記号 [区切り [声部]記号]...]

縦線 =・ /[番号 1略記記号 ][飛越し記号 ]...
飛越し記号 =${番号)...
声部 =整 数
記号 =音 部記号 1訓号 1拍子記号 1略記記号 |

オクターヴ記号 1速度記号 1強弱記号 1単独記号 1区間記号 |

臨時記号 1音符類 1小音符類

音部記号 =c[段 ]番号
調号 =w[段 ]                         l
[11。 21314「 51617]{十 1-〕 1011121314151617〕

拍子記号 =:m[段 ]番号 番号
略記記号 =a[段 ]番号
オクターヴ記号 =o[縦座1翼 ]〔 (1+lr){112〕 |)〕
速度記号 =t段 [縦座標]〔 番号 |"文字列 ''|メ トロノーム記号〕。̈
メトロノーム記号 === 音価 整数 =‐
強弱記号 =f段 [縦座標]番号                   i
単独記号 =χ 段 [縦座標]番号
区問記号 =(く |>〕 段 [縦座標]番号
臨時記号 =‐ v{座標 (11.2卜 31115))。 …
音符類 ==[結合開始]〔 音符 1休符〕[結合終了]
小音符類 =p 音符類
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結合開始 =[(]… [[番 号]…
結合終了 =[]]".[)]...
音符 =[il !1連精][座標 [タ イ1〕 ...[接続記号]音価 [付加記号].¨
体行 =:・ 段 [縦座標]音価 [付加記号 1...

音価 =番号 [^]...
連桁 =1 11 jl?〕 [整数 ]
タイ ==(|)
接続記号 ={く |>〕 番号
付加記号=' 1番号〕...

座標 =段 縦座標
段 =英大文字
縦座標 =
iz Ｆ

，
　

´
ｂ

里
Ｖ
　

ｒ
ｒ

ｈ
Ｈ
　

Ｆ
』

ワ
島

ｉ

　

Ｄ

　

Ｖ

‥
Ｊ
　

″
Ｌ

　

瞥
ハ

ｋ
”
　

〓Ｒ
ｒ
　

”Ｗ

１
日
　

Ａ
”
　

＝
Ｖ

Ⅲ

　

ハＵ

　

Ｈ
Ｕ

＝

　

“Ｕ

　

ＴＩ

０

７

５

ｐ

６

Ｒ

ｖ

　

ａ

　

ｌ
Ｌ

Ｗ

ｂ

Ｘ

Ｘ

　

Ｃ

　

Ｉ
Ｊ

Ｖ
）

■
＝

　

ロ
ー

:』 l ll slド 1鶴 |

l121314151

‖IN‖ PI QI

番号 =[♯ ]...1数字 1英大文字〕

整数 =0111121311115161718191[数 字]...
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